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１. はじめに 

狩野川は、伊豆半島中央部の天城山系、箱根山、富

士山等に端を発する幹川流路延長 46 ㎞、流域面積 852

㎞ 2の一級河川である（図-1 参照）。 

下流部の流況は富士山等の地下水、湧水と密接に関連し

ていることから、本検討では狩野川・柿田川流域の特性

を踏まえ、地下水や湧水と河川表流水との関係を明ら

かにできる水循環モデルを選定し、水循環モデルを用

いた正常流量の設定方法を提案することを目的とする。 

 
図－1 狩野川流域概要図 

２. 水循環解析モデルによる解析条件検討 

２－１ 水循環解析モデルの選定 

地下水を含めた流域内の水資源量に留意した正常流

量検討を行うにあたっては、水循環解析モデルを用い

て表流水と地下水の動態把握を行うことが必要である。 

水循環解析モデルは日本の主要な河川において解析

実績のある複数の水循環モデルを対象に、本検討で求

められる下記の①～④の要件について比較検討を行い

｢統合型水循環シミュレータ｣を水循環解析の基本モデ

ルとして用いることとした（詳細は、「木曽川水系にお

ける水循環構造に関する研究、リバーフロント研究所

報告 第 23 号、平成 24年 9 月」参照）。 

① 物理法則に基づき表流水・地下水の一体的な解析

が可能であること 

② 気象条件や地形条件を設定し過去、現在、将来等、

複数の水循環の再現が可能なモデルであること 

③ 表流水と地下水の相互関係（湧出・伏没）、任意

の領域や期間の水収支、流動経路の把握が可能で

あること 

④ 部分モデルの組み込みにより、任意領域のより細

やかな水の動態の把握が可能であること 

２－２ 解析にあたっての留意事項 

狩野川流域は水源部が多雨地帯であること及び、浸

透性と透水性に富む火山性の地質域が多く分布してい

ることから、地下水の湧水量が豊富である。富士山か

らの地下水の多くは柿田川に湧出する。そのため、柿

田川は河道延長 1.2km の河川ながら、約 110 万ｍ3/日

（H1～H21 平均）の豊富な流量を有する（図-2 参照）。 

今後、モデルを構築するにあたっては、狩野川に加

えて、柿田川についても河川規模、水循環特性を適切

に反映することが重要と考えられる。そのため、狩野

川流域全域を対象としたモデルとそれに整合した柿田

川に着目した詳細な部分モデルの 2段階で構成するこ

とが望ましい。 

それぞれのモデルについては、狩野川正常流量の検

討に向けた水循環解析による段階的な検討シナリオ

（検討内容、評価の視点）と、そのための解析条件（時

空間スケール、解析対象要素、外力条件）の考え方を

整理した。 

３. 項目別必要流量の算出方法の検討 

狩野川の特徴を踏まえた項目別必要流量を設定する方

法を検討した。 

 

図－2 柿田川の湧水量の変遷 
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（１）「動植物の生息地または生育地の状況」及び「漁

業」からの必要流量 

狩野川の特徴は、地下水、湧水から涵養された流量

が表流水の多くを占めていることにある。また、一時

水域などの河川環境を生息場としている生物にとって

はワンド、たまりなどの機能を確保することが重要で

ある。そこで、対象魚種の選定では瀬に依存する魚種

以外に湧水や一時水域に依存する魚種も対象として選

定する。流量の設定にあたっては、水循環解析モデル

より得られる河川の縦断的な地下水湧出・伏没の状況

（図-3 参照）や、河川と氾らん原の一時水域との連続

性を確保するため必要な水位を考慮して設定する必要

がある。 

（２）「景観」からの必要流量 

河川景観に対する必要流量を設定するにあたり、

人々が河川をどのように眺めているのかを踏まえる必

要があるため、対象とする視点場を狩野川の空間利用

状況などを踏まえ設定する。また、河川景観は水面の

みで構成されているわけではなく樹木、護岸、河原な

ど多くの要素が河川景観の評価に影響を与えていると

考えられる。そこで、景観面からの必要流量を把握す

るためにフォトモンタージュを用いたアンケート調査

等によって水面幅の満足度などを把握し、統計解析に

より水面幅と満足度の関係を評価する手法を検討する。 

（３）「流水の清潔の保持」からの必要流量 

水質に関する特性を把握するため環境基準、下水道

計画や整備状況、水質測定結果などを整理する。水質

は汚濁負荷の河川流量による希釈効果によって決まる

が、河川流量は表流水と地下水からの湧出量で構成さ

れている。表流水と地下水では汚濁負荷濃度が異なる

と考えられることから、地下水の混合割合（水循環解

析モデルにより算定）と水質の関係に着目して必要流

量を検討する必要がある。 

（４）「地下水位の維持」からの必要流量 

狩野川の流量は地下水からの湧出が非常に重要な役

割を持つといえる。そこで、水循環解析に基づき、流

域内の表流水、地下水の水収支や流動経路、各河川の

縦断的な湧出・伏没を分析し、河川流量を保全するた

めに必要な地下水流動に関する条件や、河川からの伏

没影響を受ける周辺の地下水に着目し検討を行う。 

（５）その他の項目 

その他の項目（舟運、塩害の防止、河口閉塞、河川

管理施設）については現状で問題が生じていないこと

から標準的な手法で検討することで十分と考えられる。 

（６）現況流況・自然流況の把握 

現況流況については、地下水を含めた水循環の現状

を把握するため、気象条件や地下水利用をパラメータ

として、現状の水利用における河川流況を水循環解析

モデルによる分析により整理する。また、流域の人間

活動による水循環への影響を把握し、現状の水循環と

比較するため、人為的な影響のない過去の自然流況を

再現する。再現においては水循環モデルを利用し、過

去と現在の差を評価するが、表流水～地下水流線の変

化（平水年、渇水年の期別）や河川への湧出・伏没（位

置、量）に着目する。（図-4 参照） 

 

図－4 水循環解析モデルによる表流水－地下水流線

再現例（木曽川の検討事例） 

４. おわりに 

本検討にて、狩野川・柿田川の特徴である地下水や

湧水と河川表流水との関連性を考慮した正常流量検討

を進める際のプロセスを整理した。 

また、本検討の遂行にあたり、国土交通省中部地方

整備局沼津河川国道事務所調査第一課の皆様には、大

変貴重なご指導とご助言を頂きましたことを厚く御礼

申し上げます。 
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図－3 縦断的な水収支(現状の地下水の湧出・伏没状況）の整理例（木曽川の検討事例） 

図－3、図－4出典：リバーフロント研究所・木曽川水系における水循環構造に関する研究・平成 24 年 9月 


